
　　　　

R7 年 1 月 31 日

9 時 30 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

遠足、運動会、水遊び、七夕まつり、縁日、芋ほり、焼き芋会、クリスマス会、初詣、豆まき、卒業と進級を祝う会、お仕事体験、避難訓練

（別添資料１）

家族支援

子育てに対する悩み、発達の遅れに対する悩みに寄り添い、良い関りが築ける
よう支援する。 移行支援

幼稚園・小学校・中学校・高校、就労系事業所、その他各関係機関との連
携による児童の引継ぎや情報共有を行う。

地域支援・地域連携

幼稚園・小学校・中学校・高校、就労系事業所、その他各関係機関、協議会、
地域との連携により、情報共有・意見交換 職員の質の向上

発達や障害に対する内部研修、法制度に関する外部研修、メンタルヘルス
研修等を定期的に実施している。

支　援　内　容

食事・衣服の着脱・トイレなど、生活の基本的な動作から、挨拶・整理整頓・掃除・身だしなみなど、子ども達が自分でできるように支援をしていく。

手や指を使った細かい動作を必要とする微細運動から姿勢の保持、体全体を使って歩く・走る・ジャンプするなど身体の使い方を学び、日常生活に必要な運動能力・運動機能の向上を
サポートする

本
人
支
援

物の状態や形状を把握する空間認識、自分が置かれている状況を把握する見当識、特定のことに集中する注意力より行動に移せるよう支援する。

「自分の気持ちや考えを周りの人に理解してもらえるように表現する力」、「聴く」、「話す」、「指示の理解」など基礎的な力を育てる支援をする。

社会の中で周りの人との関係を築いたり、一緒に生活を送るために必要となるスキルが身につくよう支援する。

支援方針 子ども達の少し先の未来を見据えて、それぞれの「自立・自律」を目指し、一人ひとりに寄り添い今できることを「こどもfirst」で支援する。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 利用者とその保護者にとって、安全安心な施設を最優先とする。そして、快適に利用できる施設でもあり、地域に交流で開かれた施設であるように努める。

事業所名 鴻巣市こどもデイサービスセンター 作成日支援プログラム
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